
分野 第1回における意見

　　　第1回における意見に対する具体的意見
　　　～「2　住宅」　　：第2回（R3.11.10）
　　　～「5　公共施設」：第3回（R4.2.1)
　　　～「8　その他」　：第4回（R4. 3. 7）

ワーキ
ンググ
ループ
の運営

○ざっくばらんに意見を言えるような
雰囲気の会議になるといい。
○市は出た意見を無駄にせず、実現す
る熱意を持ってほしい。
○本委員会以外にも若い世代を入れた
ワーキンググループのような機会を設
けるといい。

○リラックスできるような会場の雰囲気づくりを
継続する。
○議題が常に見えるようホワイトボードを導入し
てほしい。

①女性が子育てしながら仕事も続けら
れるような桐生らしい取組があるとい
い。

○ファミリー・サポート・センター事業につい
て、急な依頼への対応など内容の充実や制度の情
報発信を強化すべき。
○市内外のひとり親家庭も含めた子育て世代に対
して情報発信を強化すべき。
○手続きの土日対応やオンライン化ができるとい
い。
○保育園における延長料金の免除、また、人件費
削減のために夜間保育所を一箇所設置し、通って
いる保育園から一箇所にまとめたらいい。
〇シェアハウスのような、お互い困った時は助け
合うようなコミュニティがあってもいい。
〇3歳未満児の保育料の補助があるといい。

②商店街の空き店舗等を活用し、低リ
スクで気軽に出店できるチャレンジ
ショップのような、起業ができる所が
あるといい。

〇桐生駅構内の「オーライ」のようなチャレンジ
ショップを増やすか、「オーライ」の規模を大き
くするなど、低リスクで出店できる取組が広がる
といい。
○物件の固定資産税の減免又は借りる人への継続
的な補助があるといい。
○お店の存続という自然淘汰される部分に補助を
して延命するのは違う気がする。
○物件・土地を借りたい人と貸したいオーナーを
マッチングするコーディネート機関があるとい
い。
〇オーナーが物件を貸しやすくなるよう、商店街
や不動産の組合に対して意見交換会を開くなど、
行政はサポートしてほしい。

③桐生市内で女性の雇用に力を入れて
いる企業を集めて女性向けの合同企業
説明会を開催するといい。

〇男女共同参画の観点から、女性に限定すること
は難しいのではないか。

④例えば商店街の空き物件の固定資産
税を減免するなど、お店が入るように
活用を促進すると桐生が潤うと思う。

②と同じ。
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⑤起業支援について、インキュベー
ションオフィスもあるが、例えば新桐
生駅にある平和ビルをワーキングス
ペースとして無料で利用できるように
するなど、拠点を作ることが重要。

○平和ビルは、莫大なお金がかかる話なので、あ
くまで一例である。
〇学校の授業の一環として起業に関することを中
学・高校生のうちから少しずつ教えていき、意識
付けするのもいい。
〇ワーキングスペースは市内にいくつかあるの
で、情報発信が必要。既に群馬県がまとめたサイ
トがあるので、桐生市のホームページにリンクを
貼ればいい。

⑥桐生市は伊勢崎市や太田市のように
広い土地があるわけではないので、山
間部でもできるような、自然環境を生
かせる企業を選んで企業誘致すること
も大切。

〇山間部は、地域住民の声や宅地造成等規制法の
適用を受ける規制区域に指定されていることから
厳しいと思うので、桐生市全域で現在の企業誘致
の取組を引き続き実施するといい。

⑦精神疾患や病気で一度離職した後に
職場復帰することに不安を感じている
女性が多いので、職場のアルコール消
毒とか整理整頓のような易しい仕事か
ら始めて、少しずつ書類作成などの業
務に移行していくような、リハビリの
ような就労支援事業があるといい。そ
のような女性を含めて弱者に優しく、
居場所があって活躍できるまちづくり
ができると、自死などの自然減も減っ
ていくと思う。

○行き着くところは情報発信であり、見た人が
パッと分かるデザインにしたり、ホームページに
分からないことを書き込めば解決するような掲示
板を導入したりすべきである。
○山梨県富士吉田市の定住促進センターのよう
な、仕事、教育、子育て、移住などトータルで支
援するような組織を作ると、全ての問題が解決す
る突破口になると思う。

①きりゅう暮らし応援事業（住宅取得
応援助成）の夫婦加算について、もう
一段階追加し、若い世代の夫婦に対し
て加算を増やすとともに、家を新築す
ると、税制上、固定資産税が3年間2分
の1になるが、若い世代の夫婦には更
に上乗せで税制優遇をするといい。

○税制優遇については、きりゅう暮らし応援事業
の見直しの中に含んで考えた方が簡素化されてい
い。
〇きりゅう暮らし応援事業を継続し、かつ、若年
層への加算の充実について検討すべき。

②人口が増えていく期待が持てる地域
に対して今まで以上の住環境の整備・
投資をするといい。

○人口が増えていく期待が持てる地域ではなく、
人口が減少する幅が少ない地域ということであ
る。
○例えば、相生町、広沢町、境野町、新里町な
ど。

③旧市街地に生活の核となるような場
がないので、官民連携で住環境の整備
を行うことが必要。

○まちなかにスーパーマーケットなどの生活の核
となるような施設がないので、そこで生活が全て
間に合うような町並みが必要。
○魚屋や肉屋などの専門店も必要であり、既存の
店舗とのバランスを考えなければならない。
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４
教育

①子育て世代が移住するに当たって、
教育の質の高さが大事であり、エリー
トを養成するような教育ということで
はなく、地元の人や企業など周りの環
境を巻き込んだ、子どもがのびのびと
個性を伸ばせるような、特色のある学
校運営があっていい。

②先日開催されたミニきりゅうのよう
に、子ども達を巻き込み、桐生市の魅
力を知ってもらうだけではなく、どう
やったら桐生市が良くなるのかを彼ら
に考えてもらい、意見を出してもらう
ことが重要。

③教育はとても強く、教育のために移
住する人は多いので、特に小・中学校
の義務教育に特色を出して教育の競争
力を高めていくと社会増につながる。
その中で、多様な選択肢があって、ド
ロップアウトを出さないとか、その教
育の中にいなければいけないという強
迫概念が和らぐと、子どもがのびのび
とできて魅力が高まると思う。

○群馬県に要望するなどして高校のレベルを上げ
ていってもらいたい。
○例えば普通高校と商業・工業高校との間で交換
授業ができると、将来の幅が広がると思う。
○小・中学校における適正配置・適正規模を推進
する中で、専門教科を教えてくれる、良い先生が
いるのが望ましい。
○黒保根学園において、市内に限らず県内外から
生徒を受け入れたり、短期留学のように短期的に
受け入れられたらいい。また、二拠点生活ができ
るよう黒保根の住宅を安く提供して、都内から受
け入れる方法もあるのではないか。
○長野県の伊那小学校や京都府の西京高校のよう
に、先進的な特色のある教育をどんどん研究し、
また、どんな子どもを育てたいのか、どんな力が
身に付くかをアピールできるといい。
○桐生の自然は特色として外せず、各学校で自然
に触れる教育をしているが、他地域の人は知らな
いと思うので、情報発信や魅せ方が重要。

３
情報発
信

○定住促進センターのようなワンストップ窓口を
設置するとともに、子育て、在宅、福祉など、全
ての相談窓口となる移住コンシェルジュを業務委
託のような形で設置するといい。
○住む前の相談窓口と、住んだ後の相談窓口がそ
れぞれあるといい。
○字が少なくて分かりやすく、写真なども入れ
て、見ていて楽しいホームページにするべき。
○その人の年齢、性別、家族構成などの条件を選
択するとその人に合わせた情報がパッと出るよう
なホームページがあるといい。
○市のホームページは情報の強弱がなく見づらい
ので、検索回数が多いワードが出てきたり、その
記事に評価が付けられて評価の高いページが上部
に上が出てくるようにするといい。
○移住の際の補助金などを支給する際に、レ
ビューをもらって記事としてサイトに公開すると
ころまでセットにして、仕組みにすればいいと思
う。
○補助制度などを周知する際に、住宅であれば建
設業、医療であれば医業などの関係機関からもPR
や情報提供をしてもらえるよう、積極的に働きか
けるといい。
○庁内の縦割りの打破、情報共有を強化するべ
き。相談者の情報が全庁で閲覧できるシステムが
あるといい。

①桐生市に興味を持った人がインター
ネットで桐生市を検索した時に、子育
て、医療、福祉、住環境など、桐生市
での暮らしがイメージしやすいような
情報発信サイトがあるといい。

②若い世代が一旦桐生市から出たとし
ても、桐生市の魅力に気付いて戻って
きてもらえるよう、桐生市の魅力を噛
み砕いた情報としてアプローチするよ
うな施策がいい。
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５
公共施
設

①人口減少が避けられない中、いかに
公共施設を畳んで魅力的に見せていく
かということが大事。例えば公共施設
に企業を誘致して人が集まって稼げる
施設にしておくことや、また学校につ
いても早く統廃合を進め、クラスメイ
トが沢山いるという環境を作ってあげ
ることが若い世代にとってはいいので
はないか。

②既存の建物をリノベーションするこ
とも大切であり、その際の申請のハー
ドルを低くする、または後押しするよ
うな制度ができるとよい。

③例えば公共用地を民間に貸し出しす
ればお金が入ってくるのに、そのよう
なお金を生み出すような事業を桐生市
はあまりやっていない。他の委員会で
議論しているとは思うが検討のスピー
ドが遅く、その間にも人口は減ってい
くので、そこをどうしていくべきか話
し合っていかなければいけない。

○新しい事業を実施するにはその分の収入が要
る。公共施設は財源なので、上手く活用してほし
い。
○跡利用検討方針だけにとらわれず、突然の要望
に対応できるようにするため、未利用の公共施設
の老朽化した建物は壊しておくなど準備しておい
た方がいい。
○耐震費用を投資して賃料で採算が取れるという
ことであれば耐震化すべき。そこに働く人がいた
り、定住する人がいれば人口減少対策となる。事
業を総括して実現する人がいないのが問題であ
る。
○クリエイティブな人たちが多い桐生の特色を生
かし、廃校を活用してものづくり学校や大川美術
館と連携したアーティスト・イン・レジデンスを
やってもいい。その賃料を耐震費用に充てて少し
ずつ耐震補強を行っていけば、壊すより費用はか
からないと思う。
○オランダのテキスタイルミュージアムは、アー
ティストにお土産のデザインをしてもらうことで
採算を取っている。これができればアーティスト
は桐生に恩義を感じるし、自分の作品も発信でき
て、お金も生まれる。

６
観光

①桐生市はイベントが多いが散発して
おり、他地域の人はどの日に行けばよ
いか分からないということもあると思
うので、特定の日を設けて一つのイベ
ントに集中した方がよいと思う。

②桐生市の観光は、市民が中心となっ
て色々なイベントをやっているが、桐
生市がそのハブとなるべきだと思う。
観光のことを考えて動いている人は沢
山いるので、その人達の意見を取り入
れて動くことができれば、桐生市全体
の観光の発展につながり、お金を動か
すことができる。

○シルクル桐生にイベントの情報を集め、発信す
る仕組みがあるといい。
○シルクル桐生の存在自体があまり知られていな
いので、どうしてできたのか、その役割を再度広
報きりゅう等で発信してほしい。
○集中した大きなイベントといえばファッション
ウィークだが、コンセプトと催しが合致していな
いので、コンセプトを整理して明確にした方がい
い。
○ファッションウィーク実行委員会と市、観光物
産協会、商工会議所等で改めてイベントの位置づ
けや催し等を考える会議があるといい。
○桐生市のまちなかには無料の駐車場が無く、特
に本町五丁目辺りは新しいお店が増えて群馬銀行
桐生支店の業務に支障を来たしているので、駐車
場の整備を行った方がいい。

７
子育て
支援

①桐生市で子どもを産むということも
大事だが、子どもがいる人を呼ぶこと
も大切であり、例えばシングルマザー
を大切にするまちということでシング
ルマザーを呼び込み、そこで桐生市の
独身の男性と結婚して子どもを産んで
もらうということも即効性のある施策
だと思う。

○桐生市はシェルターが１か所しかなく、運営者
が高齢化していて後継者がいないので、シェル
ターなど女性や子どもの命を守る取組について何
か検討できるといい。
○子育て世代の中でも、例えば起業を目指してい
る人達にターゲットを絞り、移住のワンストップ
窓口があることを前提として、子育て支援・起業
支援等を既存の施策でもパッケージとして魅せ
て、それを移住コーディネーターが案内すれば、
移住率が高まると思う。
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①特に女性の減少が目立っているとの
ことだが、女性と区切ってしまうと今
の時代に合っていない。同性のカップ
ルなどどのような人でも桐生市に興味
を持って移住したいと思ってもらえる
ような施策を考えることが大事なので
はないか。

②無理に桐生市に人を留めようとする
のではなく、敢えて一旦外へ出ること
も大事。その際、市内で過ごした時
に、地元の方でも移住者の方でも、こ
のまちを面白がる大人と話したり一緒
に活動したりする経験があると、ずっ
と心に残り続けるので、地元に関わっ
たり、Ｕターンするきっかけになる。

③一回桐生に来たら桐生を好きになっ
てくれる人が多いので、関係人口を増
やしていくことが大切。

④色々な世代の人達に会議の情報を発
信して参加してもらうなど、市民を巻
き込むことが大事。

⑤市の職員が桐生市を楽しみ、語れる
ような場を作ってアピールしていただ
きたい。

８
その他

○ミニきりゅうなどで、学校の枠を超えて人々と
関わり、桐生に愛着を持つ子どもを増やすような
取組をもっとできるといい。
○地域通貨を進めてほしい。
○総合計画の策定とは別に、民間委託して桐生市
の人口減少の要因分析などを行い、それを揉みな
がら新しいものを作っていった方がいい。

5


